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【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　血液、体液または組織の試験サンプル中における酸化的ストレス誘発
デヒドロエピアンドロステロン（DHEA）の形成を検出する方法であり、
　（a）上記試験液体または組織を、対照液体または組織中で酸化代謝物を産生する物質
によって処理し、
　（b）対照液体または組織を上記物質によって処理し、ついで
　（c）試験サンプルおよび対照サンプルにおけるDHEA量が上記処理に応答して上昇する
か否かを決定することからなり、
　この場合、対照サンプルに比較して試験サンプルにおける応答の欠如は体液の上記試験
サンプル中で以前に酸化ストレス誘発DHEA形成が起こったことを指示する方法。
　　【請求項２】　患者における神経病理学的障害の存在を診断する方法であり、上記患
者のCNS中におけるニューロステロイドの量を測定することからなる方法。
　　【請求項３】　血液、体液または組織の試験サンプル中における酸化的ストレス誘発
デヒドロエピアンドロステロン（DHEA）の形成を検出するキットにおいて、上記血液、体
液または組織と接触させた場合に酸化代謝物を産生する試薬からなるキット。
　　【請求項４】　DHEA-特異的抗体からなる神経病理学的障害を検出するためのキット
。
　　【請求項５】　細胞をβ-アミロイドペプチドに暴露することを含む、細胞におけるD
HEA合成の上昇またはその誘発方法であって、そのような暴露の結果DHEAが合成される上
記方法。
　　【請求項６】　オリゴデンドロサイトまたはアストロサイトによるDHEAの合成を修飾
する化合物を投与することを含むDHEAの合成が関与する神経病理学的疾患の防止または処
置方法。
　　【請求項７】　神経病理学的疾患の処置に有用な可能性がある薬物候補を同定するた
めのスクリーニングアッセイにおいて、
　（a）オリゴデンドロサイトまたはアストロサイトを含む組成物を神経病理学的疾患の
スクリーニングに使用できる可能性をスクリーニングする試験化合物に暴露し、
　（b）上記化合物のDHEA合成に対する効果を、オリゴデンドロサイトまたはアストロサ
イトを含有するが上記化合物を含まない他の点では同一の対照組成物と比較して評価し、
　（c）有用な可能性がある化合物をそれらのDHEA合成に対する修飾作用に基づいて同定
することからなるアッセイ。
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